2020（令和２）年の大阪経済
－大阪経済は４～６月期に急激に悪化－
　商工労働部（大阪産業経済リサーチ&デザインセンター）は、府内の経済動向について四半期ごとに『おおさか経済の動き』としてとりまとめています。このたび、2020（令和２）年の年間の経済動向を『2020（令和２）年のおおさか経済の動き』として発行しました。その概要は以下のとおりです。
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2020年の大阪経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言下の４～６月期に急激に悪化した。年後半は、緩やかな持ち直し基調となったが、新型コロナ感染者の増減に伴い、一進一退の動きであった。

生産は年前半に低下したものの、年後半は持ち直し基調となった。完全失業率は上昇基調で推移し、有効求人倍率が低下するなど、雇用は悪化に転じたが、10～12月期にやや持ち直した。
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